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"Ifi
nallymadeit."これだけでは何のことか分からな
いという声が聞こえてきそうです。語は文の中で、文は
文脈の中で意味をなすことはよく知 られています。 しか
し、英語と永年つきあってきた者ならば、この文はある
特定の意味を持ちうるということが分かります。鼻が利
くといいますか、その文脈が想像できるのです。何かを
作るのではなくても、makeitという言い方はよくある
し、さらにそれがしばしばfinallyと結合することも知っ
ているからです。
ただ、このようなことが分かるまでには英語の修行を
積まねばなりません。修行といっても、難しい英語を読
みこなすような修行ではありません。大体、makeitは
口語で使われます。そういうことも知っていないと文脈
の見当はつきません。これはイディオムだということも
知らねばなりません。I,finally,made,itという個々の語
は中学生でも知っているで しょうが、それらが結合 した
文となると分かるとは限りません。
もう20年ほど昔のことにな りますが、アメリ力人の
家に数日泊めても らったことがあ ります。冬の寒い中、
彼は毎朝息子を幼稚園まで連れて行きました。途中、か
な り大きな池の傍を通りましたが一面に氷が張っていま
した。幼稚園に着くと、いつも"Wemadeit."と言っ
ていたのを思い出します。日本語ならば、「さあ、(やっ
と)着いたよ。」というぐらいの意味です。実は、その時
まで、この表現をそういう風に使うのだとは知りません
で した。母語話者ならば5歳児でも分かることが外国語
となると簡単ではありません。
英語を中学校から6年 間も学んできても、まだ分から
ない、使えないと嘆く大学生は多いでしょう。学校の英
語教育を批判したくなる気持ちも分からないではありま
せん。しかし、外国語の修得には膨大な時間と不断の努
力が必要で、少し怠けると語学力は落ちてしまうもので
す。特に、英語を国際的なコミュニケーションの手段と
考えるならば、常に使っていなければなりません。どの
ようなスキルでも常に磨きをかけないと錆びて しまいま
す。そ して、スキルは体験 しないと身につきません。英
語を話したいと思っていても、それを口に出 して使わな
ければ、話せるわけがありません。当たり前のことです。
本学では、英語は共通教育の基礎教育科目です。大学
に入ってまでも基礎教育とはと思う人がいるかも知れま
せん。しかし、どの成長段階にも基礎は必要であり、こ
れなくしてさらなる成長はありません。何かを成 し遂げ
るにはしっかりした基礎が要るのです。文京キャンパス
では13階建の研究棟が建築中ですが、その基礎工事に
はずいぶん時間がかか りました。ところが、その上に鉄
骨が組み上げられるようになると、その進捗ぶりは誰の
目にも明らかとなりました。基礎作りは目立ちませんが、
これほど大事なものはありません。英語を駆使 したいと
思っても、その基礎がなければ使いたいようには使えま
せん。これは心に銘記すべきことです。
本稿の表題ですが、これは84CharingCrossRoadという
映画の中で、主人公が最後に口にする台詞です。ロン ド
ンの古書店と20年間文通を続けたアメリカの脚本家が、
店長の死を知って、いたたまれずにニューヨークから大
西洋を渡り、廃業 したその店にやってきます。その時の
万感を込めた言葉が"HereIam,Frankie.Ifinally
madeit."なのです。困難を克服 して辿り着いた、ある
いは、やり遂げたような時に使う表現なのです。
誰 にも色々な 目標があ ります。それを達成 して、I
finalIymadeit.と言えるように、しっかりと英語の基礎
固めに励んでもらいたいものです。
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